
災害時

コミュニケーション支援ボードとは、
言語・聴覚・知的など何らかの障害があり 視覚的な
配慮が必要な方、言葉は話せるが イラスト等を併用
したほうが理解しやすい方と、イラストを指さしたり
筆記をしながら 意思疎通をはかるツールです。
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こんな方とコミュニケーションをとる時に
■ 知的障害、発達障害などで、

言葉と絵で伝えると理解しやすい方
■ 聴覚に障害のある方
■ 言語に障害のある方
■ 日本語が話せない外国人 などに

明石市

コミュニケーション
支援ボード

利用マニュアル
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コミュニケーション支援ボードの使用例
（避難者名簿作成のページ）

コミュニ
ケーション
支援ボード
の使い方

１ ２ ３

２

４

１

３

５

４ ５

質
問
を
さ
れ
た
時
な
ど

す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る
よ
う

各
ペ
ー
ジ
に

「
○

・
×
・
？
」
の
項
目
を
入
れ
て
い
ま
す

。

他にも、体調、持病、アレルギーを
確認するページも参考にしてください

�何か困っていたり、伝えたいことがあるとき

には、正面にまわって注意を引いてから、
ゆっくり、やさしく、声をかけてみてください。

�言葉の意味が通じない時や、相手が何を言って

いるのかわからない時は、コミュニケーション
支援ボードを見せながら、「どうしましたか」
と聞いてみてください。

�相手にコミュニケーション支援ボードを指差してもらう

ことで、意思を確認してください。

�指差しが困難な方には、こちらからイラストを指差して、

相手の表情や動作から意思を確認してください。

�文字が書ける方には、最後のページの筆談ボードも

使ってください。


